
 

 

 

 

                

 

 

  

 

 

 
 

 

 
令和 5年度 10月号 

氷見市学校給食センター 

 
◇毎月

まいつき

１９日
にち

は、「食育
しょくいく

の日
ひ

」です。家族
 か  ぞく

そろって、秋
あき

の味覚
 み かく

を楽
たの

しみましょう。 

 抜
ぬ

けるような青
あお

い空
そら

、さわやかに吹
ふ

き渡
わた

る秋風
あきかぜ

に稲穂
いな ほ

がゆれています。 

 スポーツの秋
あき

、芸術
げいじゅつ

の秋
あき

、読書
どくしょ

の秋
あき

、そして味覚
 み かく

の秋
あき

です。過
す

ごしやすい秋
あき

は

さまざまな行事
ぎょうじ

があります。自然
 し ぜん

の恵
めぐ

みに感謝
かんしゃ

し、地域
 ち いき

に育
はぐく

まれた食
しょく

文化
ぶ ん か

を大切
たいせつ

にし、未来
 み らい

を担
にな

う子
こ

どもたちに伝
つた

えていきたいと思
おも

います。 

「チョルバ」ってなに？ 

 「チョルバ」は、野菜
 や さい

たっぷりの酸
す

っぱいスープのことをいいます。

すっきりとした味
あじ

わいは、日本
に ほ ん

の味噌汁
 み  そ しる

と同様
どうよう

、どんな料理
りょうり

にもよく合
あ

います。本来
ほんらい

は小麦
こ む ぎ

のふすまを発酵
はっこう

させてつくるボルシュという

調味料
ちょうみりょう

で酸味
さん み

をつけますが、給 食
きゅうしょく

ではレモン汁
じる

で酸味
さん み

をつけます。 

 

ルーマニアは東
ひがし

ヨーロッパにある農畜産
のうちくさん

国
こく

です。家庭的
 か ていてき

で素朴
 そ ぼく

な

料理
りょうり

が多
おお

く、特
とく

にスイーツはそのおいしさが有名
ゆうめい

です。 

 新米
しんまい

が出回
 で まわ

る時期
じ き

となりました。給 食
きゅうしょく

でも 10月
がつ

からは新米
しんまい

になります。お米
こめ

は昔
むかし

から日本人
 に ほんじん

の食事
しょくじ

には欠
か

かすことのできない大切
たいせつ

な食
た

べ物
もの

です。 

ご飯
はん

の特 徴
とくちょう

はお米
こめ

を粒
つぶ

のまま食
た

べ

ることです。粒
つぶ

なのでよくかまないと

ならず、よくかむ習 慣
しゅうかん

がつき 

やすい食
た

べ物
もの

です。 

お米
こめ

は周
まわ

りが硬
かた

い細胞壁
さいぼうへき

で囲
かこ

まれ

ています。そのお米
こめ

を粒
つぶ

のまま食
た

べ

るご飯
はん

は、消化
しょうか

・ 吸 収
きゅうしゅう

がとても

緩
ゆる

やかです。 

ご飯
はん

の隠
かく

れたよさは、どんな料理
りょうり

にも

よく合
あ

うところです。いろいろなおか

ずに組
く

み合
あ

わせられ、日本
にほん

の食 卓
しょくたく

を

豊
ゆた

かにしています。 

ご飯
はん

は 油
あぶら

や砂糖
 さ とう

を使
つか

わず、水
みず

だけを

使
つか

って炊
た

きます。 量
りょう

の割
わり

にエネルギ

ーは低
ひく

く、ヘルシーな 

食
た

べ物
もの

といえます。 

世界食料デーとは？ 

10月
がつ

16日
にち

は国連
こくれん

が制定
せいてい

した「世界
 せ かい

食 料
しょくりょう

デー」、世界
 せ かい

の食 料
しょくりょう

問題
もんだい

について考
かんが

える日
ひ

です。世界
 せ かい

では毎年
まいとし

、食用
しょくよう

に生産
せいさん

されている食 料
しょくりょう

の約
やく

3分
ぶん

の 1が食
た

べる前
まえ

にむだにな

り、捨
す

てられてしまっています。一方
いっぽう

で、世界
 せ かい

の 10人
にん

に１人
ひ と り

が毎日
まいにち

お腹
なか

を空
す

かせながら

生活
せいかつ

しています。 

普段の食事や学校給食でできること 

苦手
にが て

な食
た

べ物
もの

が出
で

たときや、初
はじ

めて食
た

べる料理
りょうり

があったとき、「食
た

べたくないな」「残
のこ

し

ちゃおうかな」と思
おも

って残
のこ

してしまった人
ひと

はいませんか？ あなたが残
のこ

した「ほんの少
すこ

し」

が集
あつ

まると、たくさんの量
りょう

になってしまいます。もう一口
ひとくち

食
た

べられないか、少
すこ

し頑張
がん ば

って

食
た

べてみることが大切
たいせつ

です。 

また、給 食
きゅうしょく

では成長
せいちょう

に必要
ひつよう

な量
りょう

を考
かんが

えて出
だ

しています。できるだけ食
しょっ

缶
かん

に残
のこ

さな

いように上手
じょうず

に配膳
はいぜん

してみましょう。 

 

 

出典／農林水産省・環境省調べ、FAO、総務省人口推計（2017年） 

 まだ食
た

べられるのに、捨
す

てられてしまう食
た

べ物
もの

のことを「食品
しょくひん

ロス」といいます。 

 日本
 に ほん

の 1年間
ねんかん

の食品
しょくひん

ロスは、約
やく

612万
まん

トンで

す。これは、国民
こくみん

1
ひと

人
り

あたりに換算
かんさん

すると、毎日
まいにち

お

茶碗
ちゃわん

1杯分
ぱいぶん

の食 料
しょくりょう

を捨
す

てていることになります。 


